
【戯曲募集】 

《ナビイチリーディング》では、ブラッシュアップを希望す

る戯曲を随時募集しています。既に上演したものでも構いま

せん。地域の第一線で活躍する俳優によるリーディング上演

をした後、ゲストを迎えたディスカッションを行い、あなた

の戯曲の新しい魅力を発見します。エントリーは無料です。

詳細は日本劇作家協会東海支部 HP などをご参照ください。

応募多数の場合は、きちんと読んだうえで、取り上げる戯曲

を選考いたします。ぜひともご応募ください。 

＊詳細については、日本劇作家協会東海支部 HP からお問い合わせください。 

 

□次回ナビイチリーディング 

○日時：2018 年 2 月 19 日（月）19 時半〜21 時半 

○会場：ナビロフト 

○戯曲締め切り：2018 年 1 月末日 

 

 

 

 

□ナビイチリーディング｜お問い合わせ 

○日本劇作家協会東海支部 HP 

○Loft Plan：電話 090-9929-8459 

 

□主催：日本劇作家協会東海支部、ナビロフト、Loft Plan 

□制作協力：名古屋演劇教室 

 

 

日本劇作家協会東海支部×ナビロフト 

 

ナビイチリーディング 
 

【第六回目】 

 
 
 
 
 
 
 

201８年 1 月２９日（月） 

19:30〜21:30 

  

【会場：ナビロフト】 

名古屋市天白区井口二丁目 902  

TEL/FAX：052-807-2540 

 
 



□作家ご挨拶｜テラ・マルミ□ 
 

 昔、大須の街が好きでよく行っていた頃、私は地下鉄上前津駅を利用してい

ました。上前津の何番出口だったのか忘れてしまったのですが、上がるとすぐ

のところに「だるまや」と いうなんとも怪しげな骨董屋のような小さな店があ

りました。その店の前にはいつも不愛 想な初老の店主が座っていました。店と

言っても一坪か二坪程度の場所に、所狭しと商品が並べられ、積み上げられて

いるだけの、蚤の市に出店してるような半露店状態の店でした。 

 おいてある商品も多岐にわたっていて、古い陶器、アンティークな人形やお

もちゃ、ミニ チュアの仏像その他諸々なんでもありって感じでした。価値の有

無を決めるのは人それそれなのでしょうが、私からみたらゴミと言いたくなる

ような商品もありました。でも、もしかしたらその店の中にお宝が眠っている

のではないかと思わせるような、ちょっと怪しげで魅力的な店でした。ところ

が、だいたいの商品にはきちんと値段を書いた小さなシールが貼ってありまし

た。たまに、店主とお客が値段の交渉をしている場面を見た事もあります。  

 しばらく大須から足が遠のいていたのですが、何年かぶりに上前津の駅で降

りてみたら「だるまや」はなくなっていました。妙な寂しさが私の中に走りま

した。つぶれた?あのガラクタ、いや骨董品はどうなったんだろう?やっぱり、

あれを買っとけばよかった。ひょっとしたらお宝だったかも。いやいや、儲か

って大きな店になったのかもしれない。ところであの店主は生きているのだろ

うか？いろいろなことが頭をよぎり、そしてこの戯曲は生まれました。  

 私にとっては、初めての長編らしき戯曲です。未熟な点は多々あること思い

ますが、最後までお付き合いくださいますよう、よろしくお願いいたします。  

 最後になりましたが、今回「だるまや閉店」のリーディングを上演して頂け

ることを、鹿目さんをはじめ日本劇作家協会東海支部の皆さま、スタッフの皆

様に心より感謝申し上げます。  

 

 

■テラ・マルミ｜プロフィル■ 
 

 名古屋演劇教室 4 期生のときに、はせさんの授業ではじめて（穴埋め式でし

たが）とても短い戯曲を書きました。その後 2014～2016 年長久手戯曲セミ

ナーで戯曲を書く勉強をしました。2016 年には、優秀作品のひとつに選ばれ

上演をして頂きました。また、長編も書いてみたいと思い、津あけぼの座の長

編を書くという講座にも 2016 の秋から半年間通いました。最近は毎月ナビイ

チリーディングに通いいろいろと刺激を受けています。 

 

 

【今月の戯曲】 

テラ・マルミ 

『だるまや閉店』 
 

 

 

 

 

 

 

 

【リーディング・キャスト】 
 

 

 

シナモン：はらみつちはる  
ナツメグ：桐原工務店（牛乳地獄） 

だるまや店主：久川徳明（劇団翔航群）  
男１：稲垣僚祐  
男２：山本一樹（演劇組織 KIMYO） 

女１：真崎鈴子（劇団あおきりみかん） 

女２：高橋ゆき（名城大学劇団「獅子」）  
女３：まどかリンダ（劇団ジャブジャブサーキット） 

ト書き：山本典子（劇団いがいと女子） 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

コーディネーター：鹿目由紀（劇団あおきりみかん）

ファシリテーター：中内こもる（劇団中内(仮)） 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
□ディスカッション・ゲスト□ 

小熊ヒデジ（てんぷくプロ） 


